
受験番号

令和８年度採用

岐阜県公立学校教員採用選考試験　第１次選考試験

高等学校　保健体育

【注意事項】

１　放送で指示があるまで、この問題冊子に手を触れないでください。

２　解答用紙（マークシート）は、マークシート記入要領に従って記入してく
　　ださい。

３　問題の印刷が不鮮明な場合には挙手をして、試験官が来るのを待ってくだ
　　さい。

４　終了後、解答用紙（マークシート）のみ回収します。この問題冊子は各自
　　持ち帰ってください。

　教科専門

　　　　試験時間

１０時３０分～１１時４０分（７０分）
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　 岐阜県では平成２ ０ 年４ 月よ り ，「 障害」 を 「 障がい」 と 表記する こ と と し て  

いる が， 国や県が定める 法令に規定さ れて いる 用語， 名称等や団体， 機関等の 

固有名詞は「 障害」 の 表記を 用い る こ と と し て い る た め， 本試験に おい て は 

「 障害」 の表記で統一し て 出題し ている 。

１

（ １ ）　 次の文章は，「 ス ポーツ 基本法（ 平成２ ３ 年法律第７ ８ 号） 第一章　 総則　 第二条」

に示さ れて いる 基本理念の一部であ る 。（ 　 ア 　 ） ～（ 　 オ　 ） に当てはま る 語句の

組合せと し て 最も 適切なも のを ， 下記の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ １ 。

　 ス ポ ーツ は， と り わけ心身の成長の過程にあ る 青少年のス ポーツ が， 体力を 向上

さ せ，（ 　 ア 　 ） と 規律を 尊ぶ態度や（ 　 イ 　 ） を 培う 等（ 　 ウ 　 ） に大き な 影響を

及ぼすも のであ り ， 国民の生涯にわた る 健全な心と 身体を 培い ，（ 　 エ　 ） を 育む基

礎と な る も のであ る と の認識の下に， 学校， ス ポ ーツ 団体（ 中略）， 家庭及び地域に

おける 活動の相互の（ 　 オ　 ） を 図り な がら 推進さ れなければなら ない。

①　 ア 　 公正さ 　 　 イ 　 克己心　 　 ウ 　 心の成長　 　 　 エ　 豊かな 人間性

　 　 オ　 協力

②　 ア 　 公正さ 　 　 イ 　 自尊心　 　 ウ 　 人格の形成　 　 エ　 道徳性

　 　 オ　 連携

③　 ア 　 公正さ 　 　 イ 　 克己心　 　 ウ 　 人格の形成　 　 エ　 豊かな 人間性

　 　 オ　 連携

④　 ア 　 公平性　 　 イ 　 自尊心　 　 ウ 　 心の成長　 　 　 エ　 豊かな 人間性

　 　 オ　 協力

⑤　 ア 　 公平性　 　 イ 　 克己心　 　 ウ 　 人格の形成　 　 エ　 道徳性

　 　 オ　 連携

⑥　 ア 　 公平性　 　 イ 　 自尊心　 　 ウ 　 心の成長　 　 　 エ　 道徳性

　 　 オ　 協力
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（ ２ ）　 次の文章は，「 第３ 期ス ポーツ 基本計画（ 令和４ 年３ 月２ ５ 日　 文部科学省） 第１

部　 我が国におけ る 今後のス ポ ーツ 施策の方向性　 第１ 章　 社会変化の中で改めて

捉え る 『 ス ポ ーツ の価値』　 ２ ． ス ポ ーツ 基本計画におけ る 『 ス ポーツ 』 の捉え 方」

の一部であ る 。 下線部①～⑤のう ち ， 適切でないも のを 全て選べ。 解答番号は１ ２ 。

　 ス ポ ーツ を 「 さ さ え る 」 と いう 観点に関し て は， 試合や競技に挑戦する 選手を 支

え る ト レ ーナー，コ ーチ，審判員，ス タ ッ フ ，ボラ ン ティ ア の方々と いっ た 様々な人々

の力な く し て 大き な ス ポ ーツ の大会を 成功さ せる こ と はでき な い。 ま た， 日々の生

活の中で，人々が行う ス ポーツ を 支える 地域の指導者等の役割も 重要であ る 。さ ら に，

人によ る 支援に加え， ①ス ポーツ ・ サイ エン ス やト レ ーニン グ 方法の研究成果等の

様々な 科学的データ や②知見が， 選手た ち を 支え て いる 側面も 見逃すこ と ができ な

い。 加え て ， ③ド ーピ ン グ 防止活動や④規則遵守等のス ポーツ ・ イ ン テ グ リ テ ィ の

確保を 支え る た めの関係機関の存在も 必要であ る 。 こ う し たス ポーツ を 「 さ さ え る 」

体制を 充実する 中で， 時には支え る 側に ， ま た 時には支え ら れる 側にな る こ と で ，

人と 人と の⑤交流や思いやる 心を 育むこ と ができ る と 考えら れる 。

（ ３ ）　 国際パラ リ ン ピ ッ ク 委員会（ I P C） が重視し て いる ４ つの価値について 最も 適切

な も のを ， 下記の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ３ 。

①　「 勇気」「 強い意志」「 友情」「 敬意」

②　「 卓越」「 強い意志」「 友情」「 イ ン ス ピ レ ーシ ョ ン 」

③　「 勇気」「 友情」「 イ ン ス ピ レ ーシ ョ ン 」「 敬意」

④　「 卓越」「 強い意志」「 公平」「 敬意」

⑤　「 勇気」「 強い意志」「 イ ン ス ピ レ ーシ ョ ン 」「 公平」
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（ ４ ）　 次の文章は，「 令和６ 年度　 全国体力・ 運動能力， 運動習慣等調査報告書（ 令和６

年 12 月　 ス ポ ーツ 庁）　 調査結果の総括　 Ⅱ　 運動習慣・ 生活習慣」 の記載内容を

ま と めた も のであ る 。 下記の①～⑤のう ち 適切でな いも のを 一つ選べ。 解答番号は

１ ４ 。

①　 １ 週間の総運動時間が 420 分以上の割合は，令和５ 年度と 比較し て 小学校で増加，

中学校男子は横ばい， 中学校女子は減少し た 。

②　 学習以外でテ レ ビ ， DV D， ゲーム 機， ス マ ート フ ォ ン ， パソ コ ン 等の画面を 視

聴する 時間が「 ５ 時間以上」 の割合は， 令和５ 年度に比べ， 小中学校男女と も に増

加し た 。

③　 朝食摂取に関し ては， 朝食を 「 毎日食べる 」 割合が， 令和５ 年度に比べ， 小中学

校男女と も に増加し た。

④　 １ 週間の総運動時間が 60 分未満の割合は， 小学校男子を 除き ， 令和５ 年度よ り

減少し た。

⑤　 睡眠時間と ス ク リ ーン タ イ ム の関連では， 睡眠時間「 10 時間未満」 ま では， 睡眠

時間が長いほど ス ク リ ーン タ イ ム が短く なる 傾向にあ る が， 睡眠時間が「 10 時間以

上」 になる と ， ス ク リ ーン タ イ ム が増加に転じ ている 。
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（ ５ ）　「 中学校学習指導要領（ 平成２ ９ 年告示） 解説　 保健体育編　（ 平成２ ９ 年７ 月　

文部科学省）　 第２ 章　 保健体育科の目標及び内容　 第２ 節　 各分野の目標及び内容　

〔 体育分野〕　 ２ 　 内容　 Ａ 　 体つく り 運動［ 第３ 学年］」 に示さ れて いる 「 体ほぐ し

の運動」 の行い方の例について適切でないも のを ， 下記の①～⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は１ ５ 。

①　 のびのびと し た 動作で用具な ど を 用いた 運動を 行う こ と を 通し て， 気付いた り 関

わり 合っ たり する こ と 。

②　 いろ いろ な フ ォ ーム で様々な 用具を 用いて， タ イ ミ ン グ よ く 跳んだり 転がし た り

する こ と を 通し て ， 気付いたり 関わり 合っ た り する こ と 。

③　 緊張し たり 緊張を 解いて 脱力し た り する 運動を 行う こ と を 通し て， 気付いた り 関

わり 合っ たり する こ と 。

④　 いろ いろ な 条件で，歩いたり 走っ た り 跳びはねた り する 運動を 行う こ と を 通し て，

気付いたり 関わり 合っ た り する こ と 。

⑤　 仲間と 協力し て 課題を 達成する な ど， 集団で挑戦する よ う な 運動を 行う こ と を 通

し て， 気付いたり 関わり 合っ た り する こ と 。
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（ ６ ）　 次のア ～オの文章は， ス ポーツ におけ る 「 技能」，「 技術」，「 戦術」，「 作戦」，「 戦

略」 について 説明し た 文であ る 。 適切で あ る も のを 「 ○」， 適切でな いも のを 「 ×」

と し た と き ， そ の組合せと し て最も 適切な も のを， 下記の①～⑥の中から 一つ選べ。

解答番号は１ ６ 。

ア 　 ス ポ ーツ は一定のルールの も と で， よ り 多く 得点し た り ， 記録を 達成し た り ，

すぐ れた 演技を 表現し た り する こ と が課題と な り ， そ れら の課題を 解決する た め

の合理的な体の動かし 方を 技能と いう 。

イ 　 技能を 身に付け る た めには練習が必要であ り ， 技能を 練習する こ と によ っ て 身

に付いた 能力を 技術と いう 。

ウ 　 相手やま わり の状況に応じ て 最適な 技術を 選択し た り ， 技術と 技術を 組み合わ

せた り する こ と が不可欠であ り ， そのための合理的な方法を 戦術と いう 。

エ　 実際のゲーム に先だっ て， 味方や相手チーム の特徴を 分析し ， いつ， ど のよ う

な 戦術を 適用する のか， あ ら かじ め計画を 立て て おく こ と が必要であ り ， そ のよ

う な 計画を 作戦と いう 。

オ　 個人やチーム の技能を 高め， 競技会で最高の成績を あ げる には， 長期的な 見通

し のも と で， 体力ト レ ーニン グ や技術・ 戦術の練習内容， ス ケ ジ ュ ール， 選手の

起用の仕方を 決める 必要があ り ， それら を 決定する ための方針を 戦略と いう 。

ア イ ウ エ オ

① ○ ○ ○ × ×

② × × ○ ○ ×

③ ○ ○ × × ×

④ ○ × × × ○

⑤ × × ○ ○ ○

⑥ × ○ × ○ ○

著作権保護の観点により 、

掲載いたし ません。
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（ ７ ）　 次のア ～オは， 練習と ト レ ーニ ン グ の効果を あ げる た めの５ 原則について 説明し

て いる 。 適切であ る も のを 「 〇」， 適切でな いも のを 「 ×」 と し た と き ， その組合せ

の正し いも のを ， 下記の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ７ 。

ア 　 意識性： 心身の機能が調和を 保ちな がら 全面的に高ま る よ う にする 。

イ 　 個別性： そ の個人の能力や特性に応じ た練習やト レ ーニン グ を おこ な う 。

ウ 　 全面性： おこ な おう と し ている 練習やト レ ーニン グ の目的を 意識する 。

エ　 反復性： 規則的に繰り 返す。

オ　 漸進性：  練習やト レ ーニ ン グ の効果があ ら われる には時間がかかる が， 少し 無理

を し て 負荷を かけて おこ な う 。

ア イ ウ エ オ

① ○ × ○ ○ ○

② × ○ × ○ ×

③ ○ ○ × ○ ×

④ ○ × × × ○

⑤ × ○ ○ ○ ×

⑥ × ○ × ○ ○
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（ ８ ）　 次の図は， マ ッ ト 運動， 鉄棒運動， 跳び箱運動， 平均台運動の技であ る 。 図と 技

名の組合せと し て 最も 適切な も のを ， 下記の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は

１ ８ 。

ア イ

ウ エ

①　 ア 　 伸膝後転　 　 イ 　 踏み越し 下り 　 　 ウ 　 前方倒立回転跳び

　 　 エ　 前後開脚跳び

②　 ア 　 後転倒立　 　 イ 　 支持跳び下り 　 　 ウ 　 前方倒立回転跳び

　 　 エ　 片足前跳び片足立ち

③　 ア 　 伸膝後転　 　 イ 　 踏み越し 下り 　 　 ウ 　 前方屈腕倒立回転跳び

　 　 エ　 片足前跳び片足立ち

④　 ア 　 後転倒立　 　 イ 　 支持跳び下り 　 　 ウ 　 前方屈腕倒立回転跳び

　 　 エ　 片足前跳び片足立ち

⑤　 ア 　 後転倒立　 　 イ 　 踏み越し 下り 　 　 ウ 　 前方屈腕倒立回転跳び

　 　 エ　 前後開脚跳び

著作権保護の観点により 、

掲載いたし ません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたし ません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたし ません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたし ません。
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（ ９ ）　 次の表は，「 陸上競技ルールブッ ク 　 ２ ０ ２ ４ 年度版（ 公益財団法人　 日本陸上競

技連盟）」 に示さ れている 走り 高跳びの記録の結果の例であ る 。 順位と し て 最も 適切

な も のを ， 下記の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ９ 。

競技者
試　 技 無効

試技

追加試技

1m 75 1m 80 1m 84 1m 88 1m 91 1m 94 1m 97 1m 91 1m 89 1m 91

Ａ ○ ×○ ○ ×○ ×－ ×× 2 × ○ ×

Ｂ ×○ － ×○ － － ××× 2 × ○ ○

Ｃ ○ ×○ ×○ － ××× 2 × ×

Ｄ ○ ×○ ×○ ×ｒ 2

Ｅ ×○ ×○ ×○ ××× 3

ｒ ： 試技放棄

①　 １ 位－Ｂ 　 　 ２ 位－Ａ 　 　 ３ 位－Ｃ 　 　 ４ 位－Ｅ 　 　 ５ 位－Ｄ

②　 １ 位－Ｂ 　 　 ２ 位－Ａ 　 　 ３ 位－Ｃ 　 　 ４ 位－Ｄ 　 　 ５ 位－Ｅ

③　 １ 位－Ｂ 　 　 ２ 位－Ａ 　 　 ３ 位－Ｄ 　 　 ４ 位－Ｃ 　 　 ５ 位－Ｅ

④　 １ 位－Ｂ 　 　 ２ 位－Ａ 　 　 ３ 位－Ｄ 　 　 ４ 位－Ｅ 　 　 ５ 位－Ｃ

⑤　 １ 位－Ｂ 　 　 ２ 位－Ａ 　 　 ３ 位－Ｅ 　 　 ４ 位－Ｃ 　 　 ５ 位－Ｄ

⑥　 １ 位－Ｂ 　 　 ２ 位－Ａ 　 　 ３ 位－Ｅ 　 　 ４ 位－Ｄ 　 　 ５ 位－Ｃ

（ １ ０ ）　 次の文章は，「 学校体育実技指導資料　 第４ 集　 水泳指導の手引（ 三訂版）（ 平

成２ ６ 年３ 月　 文部科学省）　 第４ 章　 水泳指導と 安全　 第２ 節　 水泳の安全指導　

３ 　 人数確認」 の一部であ る 。 下線部①～⑤のう ち， 適切でないも のを 一つ選べ。

解答番号は２ ０ 。

　 バディ シ ス テ ム は安全を 確かめ合う こ と だけ が目的ではな く ， 互いに①進歩の様

子を 確かめ合っ た り ， ②欠点を 矯正する 手助け と な る こ と も ねら いと し て いま す。

さ ら に， 互いに助け合っ たり ， ③人間関係を 深め合う こ と も ねら いと し て いる ので，

そ の組合せには十分な ④配慮が必要です。 指導のねら いに応じ て， 泳力が同じ く ら

いの者， ⑤初心者同士など の組合せを 工夫する こ と が大切です。

著作権保護の観点により 、

掲載いたし ません。
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（ １ １ ）　 球技に関する 競技規則の内容と し て 適切でないも のを ， 下記の①～⑥の中から

一つ選べ。 解答番号は２ １ 。

①　 バス ケ ッ ト ボールでは， ボールを 持っ て いる プレ ーヤーが相手に防御さ れ， パス ，

シ ュ ート ， ド リ ブルができ ないで， ５ 秒を 超え たと き ， バイ オレ ーシ ョ ン と なる 。

②　 ハン ド ボールでは， ７ ｍ ス ロ ーを 行う プレ ーヤ ーは， レ フ リ ーの笛の合図から ３

秒以内にシュ ート し なければな ら ない。

③　 バレ ーボ ールでは， サーバーは， フ ァ ース ト レ フ リ ーのサービ ス 許可の合図後，

８ 秒以内にボ ールを 打た な ければなら ない。

④　 バド ミ ン ト ン では，サーバーのラ ケ ッ ト で打た れる 瞬間に，シ ャ ト ルの一部がコ ー

ト 面から 1.15 ｍ の高さ よ り も 高かっ た と き にフ ォ ルト と な る 。

⑤　 ソ フ ト ボールでは， 投手は投球準備の姿勢から 投球動作を 始める ま で， ２ 秒以上

５ 秒以内， 完全に静止し な ければなら ない。

⑥　 卓球では， ゲーム が 15 分を 過ぎ ても 終了し な い場合に促進ルールが適用さ れる 。
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（ １ ２ ）　 次の図ア ～オは， 剣道の審判の合図であ る 。 合図と 説明の組合せと し て 最も 適

切なも のを ， 下記の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ２ 。

［ 合図］

ア イ ウ エ オ

［ 説明］

Ａ 　 分かれ

Ｂ 　 有効打突と 認めな い

Ｃ 　 判定を 棄権する

Ｄ 　 引き 分け

Ｅ 　 試合の中止

①　 ア －Ａ 　 　 イ －Ｃ 　 　 ウ －Ｅ 　 　 エ－Ｄ 　 　 オ－Ｂ

②　 ア －Ａ 　 　 イ －Ｂ 　 　 ウ －Ｃ 　 　 エ－Ｅ 　 　 オ－Ｄ

③　 ア －Ｂ 　 　 イ －Ｃ 　 　 ウ －Ａ 　 　 エ－Ｄ 　 　 オ－Ｅ

④　 ア －Ａ 　 　 イ －Ｂ 　 　 ウ －Ｃ 　 　 エ－Ｄ 　 　 オ－Ｅ

⑤　 ア －Ｃ 　 　 イ －Ｂ 　 　 ウ －Ａ 　 　 エ－Ｅ 　 　 オ－Ｄ

⑥　 ア －Ｂ 　 　 イ －Ｄ 　 　 ウ －Ｃ 　 　 エ－Ｅ 　 　 オ－Ａ

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。
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（ １ ３ ）　 次の図ア ～エは， フ ォ ーク ダ ン ス の パート ナーと の組み方であ る 。 組み方と 名

称の組合せと し て 最も 適切な も のを ， 下記の①～⑥の 中から 一つ選べ。 解答番号

は２ ３ 。

［ 組み方］

ア イ ウ エ

［ 名称］

Ａ 　 バルソ ビ ア ナポジ ショ ン

Ｂ 　 ク ロ ーズド ポジシ ョ ン

Ｃ 　 オープン ポ ジショ ン

Ｄ 　 プロ ム ナード ポジ ショ ン

①　 ア －Ｄ 　 　 イ －Ｃ 　 　 ウ －Ａ 　 　 エ－Ｂ

②　 ア －Ａ 　 　 イ －Ｃ 　 　 ウ －Ｄ 　 　 エ－Ｂ

③　 ア －Ｃ 　 　 イ －Ｂ 　 　 ウ －Ｄ 　 　 エ－Ａ

④　 ア －Ｂ 　 　 イ －Ｄ 　 　 ウ －Ｃ 　 　 エ－Ａ

⑤　 ア －Ｄ 　 　 イ －Ａ 　 　 ウ －Ｂ 　 　 エ－Ｃ

⑥　 ア －Ａ 　 　 イ －Ｂ 　 　 ウ －Ｃ 　 　 エ－Ｄ

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。
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（ １ ４ ）　 次の図は，「 令和５ 年（ 2023） 人口動態統計月報年計（ 概数） の概況」（ 厚生労

働省） に示さ れて いる ，主な死因別にみた死亡率の年次推移を 表し た グ ラ フ であ る 。

ア ～オに当て はま る 死因の組合せと し て 最も 適切な も のを ， 下記の①～⑥の中か

ら 一つ選べ。 解答番号は２ ４ 。

ア

主な死因別にみた死亡率（ 人口10万対） の年次推移

イ

ウ

年

昭和 平成22
1947

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・30
‘ 55

40
‘ 65

50
‘ 75

60
‘ 85

7 
‘ 95

令和 5 
‘ 23

17
2005

27
‘ 15

死
亡
率
（
人
口
10
万
対
）

320

300

280

260

240

220

200

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

エ

オ

不慮の事故
自殺
肝疾患
結核

①　 ア 　 脳血管疾患　 　 イ 　 老衰　 　 　 　 　 ウ 　 悪性新生物　 　 エ　 心疾患　 　

　 　 オ　 肺炎

②　 ア 　 悪性新生物　 　 イ 　 心疾患　 　 　 　 ウ 　 老衰　 　 　 　 　 エ　 脳血管疾患

　 　 オ　 肺炎

③　 ア 　 悪性新生物　 　 イ 　 心疾患　 　 　 　 ウ 　 脳血管疾患　 　 エ　 肺炎　 　 　

　 　 オ　 老衰

④　 ア 　 脳血管疾患　 　 イ 　 悪性新生物　 　 ウ 　 肺炎　 　 　 　 　 エ　 老衰　 　 　

　 　 オ　 心疾患

⑤　 ア 　 悪性新生物　 　 イ 　 脳血管疾患　 　 ウ 　 老衰　 　 　 　 　 エ　 心疾患　 　

　 　 オ　 肺炎

⑥　 ア 　 心疾患　 　 　 　 イ 　 悪性新生物　 　 ウ 　 肺炎　 　 　 　 　 エ　 脳血管疾患

　 　 オ　 老衰

著作権保護の観点により 、

掲載いたし ません。
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（ １ ５ ） 次の文章は，「 ス ポーツ 活動中の熱中症予防ガイ ド ブッ ク （ 公益財団法人日本ス

ポーツ 協会）　 PA RT １ 　 熱中症と 病型と 応急処置」 の一部であ る 。 熱中症と そ の

病型の説明と し て 適切で ないも のを ， 下記の①～⑤の 中から 一つ選べ。 解答番号

は２ ５ 。

①　 熱中症

　 暑さ によ っ て 生じ る 障害の総称で， 熱失神， 熱け いれん， 熱疲労， 熱射病な ど

の病型があ る 。 ス ポーツ で主に問題と なる のは熱疲労と 熱射病であ る 。

②　 熱失神

　 炎天下にじ っ と 立っ て いた り ， 立ち上がっ た り し たと き ， 運動後など に起こ る 。

皮膚血管の拡張と 下肢への血液貯留のた めに血圧が低下， 脳血流が減少し て 起こ

る も ので， めま いや失神（ 一過性の意識消失） な ど の症状がみら れる 。 足を 高く

し て 寝かせる と 通常はすぐ に回復する 。

③　 熱けいれん

　 大量に汗を かき ， 水だけ（ あ る いは塩分の少ない水） を 補給し て 血液中の塩分

濃度が低下し た と き に起こ る も ので， 痛みを と も な う 筋け いれん（ こ むら 返り の

よ う な 状態） がみら れる 。 下肢の筋だけでな く 上肢や腹筋な ど にも 起こ る 。 濃い

目（ ５ ％～８ ％） の食塩水の補給や点滴によ り 通常は回復する 。

④　 熱疲労

　 発汗によ る 脱水と 皮膚血管の拡張によ る 循環不全の状態であ り ， 脱力感， 倦怠

感， めま い， 頭痛， 吐き 気な ど の症状がみら れる 。 ス ポーツ ド リ ン ク な ど で水分

と 塩分を 補給する こ と によ り 通常は回復する 。 嘔吐な ど によ り 水が飲めな い場合

には， 点滴など の医療処置が必要と なる 。

⑤　 熱射病

　 過度に体温が上昇（ 40℃以上） し て 脳機能に異常を き た し た 状態で， 体温調節

も 働かなく な る 。 種々の程度の意識障害がみら れ， 応答が鈍い， 言動がおかし い

と いっ た状態から 進行する と 昏睡状態にな る 。高体温が持続する と 脳だけでな く ，

肝臓， 腎臓， 肺， 心臓な ど 多臓器障害を 併発し ， 死亡率が高く な る 。 死の危険が

あ る 緊急事態であ り ， 救急車を 要請し ， 速やかに冷却処置を 開始する 必要があ る 。

著作権保護の観点によ り 、
掲載いたし ません。

著作権保護の観点によ り 、
掲載いたし ません。

著作権保護の観点によ り 、
掲載いたし ません。

著作権保護の観点によ り 、
掲載いたし ません。

著作権保護の観点によ り 、
掲載いたし ません。
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（ １ ６ ）　 次の図は， ホ ルモン を 分泌する 内分泌腺を 表し た も のであ る 。 ア ～オに当て は

ま る 器官と 名称の組合せと し て 最も 適切な も のを ， 下記の①～⑥の中から 一つ選

べ。 解答番号は２ ６ 。

ア

イ

ウ

エ

オ

副腎

内分泌腺

すい臓

卵巣

精巣

Ａ 　 胸腺

Ｂ 　 視床下部

Ｃ 　 下垂体

Ｄ 　 副甲状腺

Ｅ 　 甲状腺

①　 ア －Ｃ 　 　 イ －Ｅ 　 　 ウ －Ｄ 　 　 エ－Ｂ 　 　 オ－Ａ

②　 ア －Ａ 　 　 イ －Ｂ 　 　 ウ －Ｃ 　 　 エ－Ｄ 　 　 オ－Ｅ

③　 ア －Ｂ 　 　 イ －Ｃ 　 　 ウ －Ｄ 　 　 エ－Ｅ 　 　 オ－Ａ

④　 ア －Ｂ 　 　 イ －Ｄ 　 　 ウ －Ａ 　 　 エ－Ｃ 　 　 オ－Ｅ

⑤　 ア －Ｃ 　 　 イ －Ａ 　 　 ウ －Ｂ 　 　 エ－Ｅ 　 　 オ－Ｄ

⑥　 ア －Ｄ 　 　 イ －Ｃ 　 　 ウ －Ｅ 　 　 エ－Ａ 　 　 オ－Ｂ

著作権保護の観点により 、

掲載いたし ません。
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（ １ ７ ）　 次の図は， SDGs に掲げら れた 17 の目標のう ち ， ５ つを 示し た も のであ る 。 番

号と 目標を 示す言葉の組合せと し て 最も 適切な も のを ， 下記の①～⑤の中から 一

つ選べ。 解答番号は２ ７ 。

①　 ２ ： 貧困を なく そう

②　 ３ ： 質の高い教育を みんなに

③　 10： すべて の人に健康と 福祉を

④　 12： 住み続けら れる ま ち づく り を

⑤　 13： 気候変動に具体的な 対策を
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２

（ １ ）　 次の文章は，「 高等学校学習指導要領（ 平成３ ０ 年告示） 解説　 保健体育編　 体育

編（ 平成３ ０ 年７ 月　 文部科学省） 第１ 部　 保健体育編　 第２ 章　 保健体育科の目

標及び内容　 第２ 節　 各科目の 目標及び内容　「 体育」　 １ 　 性格」 の一部であ る 。 

（ 　 ア 　 ） ～（ 　 オ　 ） に 当て はま る 語句の 組合せと し て 最も 適切な も の を ， 次の 

①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ８ 。

　 ス ポ ーツ の意義は， 人生を よ り 豊かにし ， 充実し た も のと する と と も に， 人間の 

（ 　 ア 　 ） な 欲求にこ た える 世界共通の人類の文化の一つであ る こ と にあ る 。 心身の

両面 に 影響を 与 え る こ の 文化と し て の ス ポ ーツ は， 明る く 豊か で 活力に 満ち た 

（ 　 イ 　 ） や心身と も に健康で文化的な生活を 営む上で不可欠な も のであ り ， 人々が

生涯にわた っ て ス ポーツ に親し むこ と は， 極めて 大き な意義を 有し ている 。

　 健康の保持増進な ど のた めに行われる 運動や一定のルールや（ 　 ウ 　 ） を も つス

ポ ーツ は， 体を 動かすと いう 人間の本源的な 欲求にこ た え る と と も に， 爽快感， 達

成感， 他者と の（ 　 エ　 ） 等の精神的充足や自然に親し むな ど の楽し さ ， 喜びを も

た ら し ，さ ら には，体力の向上や，精神的な ス ト レ ス の発散， 生活習慣病の予防な ど ，

心身の両面にわた る 健康の保持増進に資する も のであ る 。 ま た ， ス ポ ーツ を 通し た 

（ 　 オ　 ） の実現や地域の一体感及び活力の醸成に寄与する も のであ る 。

①　 ア 　 身体的・ 社会的　 　 イ 　 社会の形成　 　 ウ 　 発展性　 　 エ　 一体感

　 　 オ　 共生社会

②　 ア 　 身体的・ 社会的　 　 イ 　 将来設計　 　 　 ウ 　 文化性　 　 エ　 連帯感

　 　 オ　 協働社会

③　 ア 　 身体的・ 精神的　 　 イ 　 将来設計　 　 　 ウ 　 文化性　 　 エ　 一体感

　 　 オ　 共生社会

④　 ア 　 身体的・ 精神的　 　 イ 　 社会の形成　 　 ウ 　 発展性　 　 エ　 連帯感

　 　 オ　 協働社会

⑤　 ア 　 身体的・ 精神的　 　 イ 　 社会の形成　 　 ウ 　 文化性　 　 エ　 連帯感

　 　 オ　 共生社会
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（ ２ ）　 次の文章は，「 高等学校学習指導要領（ 平成３ ０ 年告示） 解説　 保健体育編　 体育

編（ 平成３ ０ 年７ 月　 文部科学省） 第１ 部　 保健体育編　 第２ 章　 保健体育科の目

標及び内容　 第２ 節　 各科目の目標及び内容　「 体育」　 ３ 　 内容　 Ｃ 　 陸上競技［ 入

学年次の次の年次以降］（ １ ） 知識及び技能」 の一部であ る 。（ 　 ａ 　 ） ～（ 　 ｅ 　 ）

に当て はま る 語句の組合せと し て 最も 適切な も のを， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は２ ９ 。

（ 1） 次の運動について， 記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を 解決する な ど の

多様な楽し さ や喜びを 味わい， 技術の名称や行い方， 体力の高め方，（ 　 ａ 　 ） の

方法，競技会の仕方など を 理解する と と も に，各種目特有の技能を 身に付ける こ と 。

ア 　 短距離走・ リ レ ーでは，（ 　 ｂ 　 ） の高いス ピ ード を 維持し て速く 走る こ と や

バ ト ン の 受 渡 し で 次 走 者 と 前 走 者 の 距 離 を 長 く す る こ と ， 長 距 離 走 で は， 

（ 　 ｃ 　 ） し て 走る こ と ， ハード ル走では， ス ピ ード を 維持し た走り から ハード

ルを 低く リ ズミ カ ルに越すこ と 。

イ 　 走り 幅跳びでは， ス ピ ード に乗っ た 助走と 力強い踏み切り から 着地ま での動

き を 滑ら かにし て 跳ぶこ と ， 走り 高跳びでは， ス ピ ード のあ る リ ズ ミ カ ルな 助

走から 力強く 踏み切り ， 滑ら かな（ 　 ｄ 　 ） で跳ぶこ と ， 三段跳びでは， 短い

助走から リ ズミ カ ルに連続し て 跳ぶこ と 。

ウ 　 砲丸投げでは，立ち 投げな ど から 砲丸を 突き 出し て投げる こ と ，やり 投げでは，

（ 　 ｅ 　 ） 助走から やり を 前方にま っ すぐ 投げる こ と 。

①　 ａ 　 課題解決　 　 ｂ 　 中間走　 　 　 　 　 　 ｃ 　 ペース の変化に対応

　 　 ｄ 　 空間動作　 　 ｅ 　 短い

②　 ａ 　 課題解決　 　 ｂ 　 疾走後半　 　 　 　 　 ｃ 　 ペース の変化に対応

　 　 ｄ 　 空間動作　 　 ｅ 　 ス ピ ード のあ る

③　 ａ 　 運動観察　 　 ｂ 　 中間走　 　 　 　 　 　 ｃ 　 自己に適し たペース を 維持

　 　 ｄ 　 空間動作　 　 ｅ 　 短い

④　 ａ 　 運動観察　 　 ｂ 　 疾走後半　 　 　 　 　 ｃ 　 自己に適し たペース を 維持

　 　 ｄ 　 跳躍動作　 　 ｅ 　 短い

⑤　 ａ 　 課題解決　 　 ｂ 　 中間走　 　 　 　 　 　 ｃ 　 ペース の変化に対応

　 　 ｄ 　 跳躍動作　 　 ｅ 　 ス ピ ード のあ る
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（ ３ ）　 次の文章は，「 高等学校学習指導要領（ 平成３ ０ 年告示） 解説　 保健体育編　 体育

編（ 平成３ ０ 年７ 月　 文部科学省） 第１ 部　 保健体育編　 第３ 章　 各科目にわた る

指導計画の 作成と 内容の取扱い　 第２ 節　 内容の取扱いに当た っ て の配慮事項　 ２ 　

情報機器の活用等に関する 配慮事項」 の一部であ る 。（ 　 ア 　 ） ～（ 　 オ　 ） に当て

はま る 語句の組合せと し て 最も 適切な も のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答

番号は３ ０ 。

　 保健体育科において も ， 各分野の特質を 踏ま え ，（ 　 ア 　 ） 等にも 配慮し た 上で，

必要に応じ て ， コ ン ピ ュ ータ や（ 　 イ 　 ） など を 適切に活用し ，（ 　 ウ 　 ） を 高める

よ う 配慮する こ と を 示し ている 。

　 例え ば， 科目体育において は， 学習に必要な情報の収集やデータ の （ 　 エ　 ）， 課

題の発見や解決方法の選択な ど におけ る ICT の活用が考え ら れる 。 ま た ， 科目保健

においては， 健康情報の収集， 健康課題の発見や解決方法の選択における （ 　 イ 　 ）

等の活用な ど が考え ら れる 。

　 なお， 運動の実践では，（ 　 オ　 ） と し て活用する と と も に ， 効果的な ソ フ ト やプ

ロ グ ラ ム の活用を 図る な ど ， 活動そ のも のの低下を 招かな いよ う 留意する こ と が 大

切であ る 。

　 ま た， 情報機器の使用と 健康と の関わり について 取り 扱う こ と にも 配慮する こ と

が大切であ る 。

①　 ア 　 個人情報　 　 　 イ 　 情報通信ネ ッ ト ワ ーク 　 　 ウ 　 学習の効果

　 　 エ　 収集・ 加工　 　 オ　 補助的手段

②　 ア 　 情報モラ ル　 　 イ 　 校内Ｌ Ａ Ｎ 　 　 　 　 　 　 　 ウ 　 情報活用能力

　 　 エ　 収集・ 加工　 　 オ　 補助的手段

③　 ア 　 情報モラ ル　 　 イ 　 情報通信ネ ッ ト ワ ーク 　 　 ウ 　 学習の効果

　 　 エ　 管理・ 分析　 　 オ　 補助的手段

④　 ア 　 情報モラ ル　 　 イ 　 校内Ｌ Ａ Ｎ 　 　 　 　 　 　 　 ウ 　 学習の効果

　 　 エ　 管理・ 分析　 　 オ　 観察手段

⑤　 ア 　 個人情報　 　 　 イ 　 情報通信ネ ッ ト ワ ーク 　 　 ウ 　 情報活用能力

　 　 エ　 管理・ 分析　 　 オ　 観察手段


